
 

 

 

 

 

性に関する被害は人としての尊厳を傷つけるものであり、万が一、子どもたちが被害に遭った場合は、 

子どもたちの心身とその後の人生に大きな影響を及ぼすこととなります。近年、県内においても性犯罪・ 

性暴力による被害が報告されております。 

教育委員会では、このことを受け、令和７年６月３０日に森本晋也氏（元文部科学省安全教育調査官  

現岩手県立図書館館長）を講師に招き「子どもたちを性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍観者にしな 

いための生命（いのち）の安全教育」をテーマとした研修会を開催し、その概要をリーフレットにまと 

めましたので御覧いただき、子どもたちを守るための取組を実践していただきたくお願いします。 

 

 

〇生命（いのち）を大切にし、子どもたちを性暴力の加害者、被害者、傍観者にしないための教育 

〇性暴力の根底にある誤った認識や行動※、性暴力が及ぼす影響などを正しく理解 

〇生命（いのち）を大切にする考え、自分や相手を尊重する態度等を身に付ける 

※どんなに仲がよい相手でも、いつも自分と同じ気持ちではないこと、自分と相手ではしたいことや考えが異なることを理解すること 

 

 

 

〇特に子どもは、親、祖父母や、先生・コーチ、施設職員等、自分の生活を支えている人や友好的だと 

思っている人からの被害を受けることも多く、被害を他人には言えない状況がある 

〇子どものうちは性被害だと気が付かず、年齢を重ねていくうちに気が付き、被害後、時間が経過して 

から心理的に大きな傷を受ける場合がある 

 

 

 

〇投稿内容は、性被害に巻き込まれると考えにくいもの（プロフィール・趣味・日常生活の紹介等）が約半数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ボイスチャット、メッセージ交換ができる機能が備わっており、不特定の人と簡単にやりとりできる 

〇協力してゲームを行ったりすることから、見知らぬ人に対して「仲間意識」を持ちやすくなる 

〇ゲーム上級者に対する「憧れ」の感情を利用される（ゲーム攻略のアドバイスをもらったりすることから） 

（警察庁資料から） 
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５２．２% 

子どもの方 

から投稿 

加害者から 

２１８件 

（14.7%） 

援助交際（17.８%） 

出会い目的（５.９%） 

自画撮り（6.0%） 
家出 

（2.9%） 

ゲーム配信 

悩み相談 

（2.1%） 

不明・他（13.0%） 

SNS で子どもと加害者が知り合

ったきっかけ （1486件/R6） 

該当なし１２１件 

（8.1%） 

不明７６件（5.1%） 

1071件 

（72%） 

加害者の７～８割が顔見知り 

被害を受けた子どもの７割が自分からの投稿 

SNSが原因で性被害を受けた小学生の人数 

９年で約 ４倍 

オンラインゲームで不特定の人とつながる 

子どもを性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍観者にしないための 

第３回学校・家庭・地域が一体となった教育力向上研修講座 

令和７年６月３０日（月）13：30～16：20 青森県総合社会教育センター （参加者１６７名） 

 
僕の趣味は・・・ 

（人） 

子どもの性被害の現状（１） 

子どもの性被害の現状（２） 

子どもの性被害の現状（３） 

72％の内訳 

【特に注意が必要！】オンラインゲームは、子どもが犯罪に巻き込まれるきっかけとなるリスクがあります 

（警察庁資料から） 

その投稿、大丈夫ですか 

はじめに 

 「生命（いのち）の安全教育」とは 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生命（いのち）の安全教育について深く理解する 

（２）生命（いのち）の安全教育について、意図的・継続的に子どもと話題にする 

（３）「わが子にも起こりうる」という当事者意識を持ち、子どもと積極的にコミュニケーションをとる 

（４）子どものサインを見逃さない 

（５）ＳＮＳに起因するリスクを理解し、「保護者の責務」のもとで適切に管理する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

幼いうちから、子どもに生命（いのち）

の安全教育について教え、「いやなこと

を言える・伝えられる・察知できる」環

境、人間関係づくりが必要だと改めて

感じました。学校・家庭・地域のどれも

が子どもにとって安心できる場所にな

れるよう、大人が共通理解のもと連携

していきたいです。 

SNS トラブルが若年化し、想像以上のこ

とが起こっていることに驚きました。 

生命（いのち）の安全教育は性犯罪予防

だけでなく人権教育でもあることを再

認識しました。森本先生がおっしゃっ

た「家庭の中でも子どもの人権が守ら

れることが大切」という言葉が印象に

残りました。 

「（あるアンケートから）小学生の５％

が、SNS を起因として実際に大人と会っ

ている」や、「性加害者のうち７〜８割

が顔見知りである」などの情報には驚

きました。最近、教師の盗撮や性暴力な

どの事件も頻繁に発生しているので、

どうしたら防止できるかを真剣に考え

て実行していきたいと思います。 

性暴力とは、あなたが望まない性的な行為のことです 

相手が恋人や家族、顔見知りだったとしても、あなたが

望まない性的な行為はすべて性暴力です 

養 護 教 諭 管 理 職 P T A 等 

〇艮香織  
「あなたの心と体を守る性の知識 
～生命の安全教育～（全３巻）」  

（2025.4 ポプラ社） 
〇小笠原和美  
「おしえて！くもくん プライ 
ベートゾーンってなあに？」  

（2021.2 東山書房） 
 
 

子どもに働きかける際のポイント 

参加者からのコメント 

参考資料の紹介 

学校・家庭が年齢に応じて教える内容 

問合せ 青森市教育委員会事務局文化学習活動推進課 地域学校連携推進チーム（☎017-718-1384） 

＜体に触る性暴力＞ ＜体に触らない性暴力＞ 

どんな理由があっても性暴力は決して許されません 

この他にも、青森市民図書館には性に関する書籍が揃っています。 

自分だけの大事なところを 

触られて嫌な気持ちになったら 

「嫌だ！」と言って逃げよう 

安心できる大人にお話ししよう 

 

（「外出が怖い、眠れない、自信がない」等の発言をする、アカウント等を急に変更する、等） 

（個人情報や不適切なメッセージを送らない、使用時間、不安を感じたら相談するという家庭内のルールを作る、等） 

＜性暴力とは＞ 

＜４～１０歳までに身に付ける対応力＞ 

自分と相手の心、 

身体の尊重 

水着で隠れる部分 

（人に見せないところ） 

SNSの危険性 

性暴力 

（デートDV） 

１ 

２ 

３ 

４ 

年齢 
内 容 

幼児期 小学校 中学校 

文部科学省ホームページ 
「性犯罪・性暴力対策の強化につ

いて」（教材等が活用できます） 

 



 


